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われわれがなすべき多くの仕事を

もたないかぎり、怠惰を完全にたの

しむことはできない。(ジエローム)

光市医師会
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昭和 52年の新春を迎えて

光市医師会長 林 孝之

明けましてお問tI¥とうございます。会員の皆

様には、お元気』ζ幸せな新しい年を迎えられ

まして、まととに御同慶の至りでございます。

光市医師会もお蔭をもちまして大過なく越年

できましたととを深謝申しあげますと共に今

年も相変りませず御点力を賜わりますようお

願い申しあげます。

今年は動乱混迷の年と古われております。医

界における披風も決して穏やかなものでない

であろうと予測されます。本来、医学や医療

は政治、社会、経済とは無縁であるべきもの

でありますが、「保険医療jとか f地域疾療J

という系態から見ますときは、どうしても ζ

れ等との関連なしでは医学と医療が平行し得

ないという現実を無視する乙とができません。

特に医煎の第・線にあるわれわれとしては重

要な今日的課題でありますが、ζ れを個々の医

師として対処する乙とは帳めて困難でありま

す。民師会の持っている第一の使命は、乙の

問題をどの棋に解決し、医療本来の姿を具現

していくかということであると思います。一

方、われわれ一人一人としましては、現今医

師の在り方についての巷間の言葉に充分耳を

傾けるだけの広い心を持しながら、吾々が医

を志した時の初心を完退するために、たゆま

ぬ切瑳琢磨を続けていく乙とが必要であると

思います。そのような民師の集問であってζ

そ、はじめて此の問題を解決し得る能力を持

つ医師会であると思います。医師らしい医師

であり、医師会らしい医師会であらねばなり
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j 医療に光明をもたらす乙とを期 j 

j 待し会口の仰の御健肢を祈 ; 
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ません。とにかく「のわぷる」ことが今日の

風潮でありますが、乙れは、吾々の決して採

るべき揮度ではないと.\!~(，、ます。又われわれ

の前には「常利jというものはなく、在るの

はあくまで「学問Jであり、?足利によづτ学

聞が歪められるというととがあってはなりま

せん。 ζれが医師としての、医師会としての

進むべき道であるとX!~います。さて本年の医

師会活動の中での1[i要事項としをしては、昭

和 52年度光市民的行政における協)J熊会舎に

ついての協議、産業医のIgJ問、周南医学会引

受、県臨床外科学会，}I受てすがあり、Jく参議員

選挙の年でもあります。乙れらの諸問調につ

いて皆様方のより-f¥yiの御協力を得まして光

市医師会が本黙の姿を維持推進できますよう

お願いいたします。

終わり lζ長年様万の持々の御存~、制活躍を御

祈りして年調の御挨拶といたします。
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医師会月間行事

12月19日(士)忘念会於松原旅館

1月11日(火〉新年集会午後 7.30 於

光市医師会

1月13日(木)医師会役目と市民病院との

懇談会午後 7.30 於松民旅館

0出席者林会長、大野副会Lと、松村、福

本、 富恵、 伊藤各11tl'J~ 、 み:rf.市民病院

長、山井面IJ院長、外4t'， 

0市民病院の在り方と一般底療機関との連

繋について

1.総論的事項

{イ)JIt市医師会より光市長への意見

書

(ロ医療機関相互間の連繋について

(ノサ市民病院の意見及び要望

(ニ}市民病院への要望

Z各論的事項

{イ)臨床検査について

①検体の~め方 @険号室b主新

の連絡 ①検併料

(ロ)主治医と病院との辺i蛇

①検査依頼(断lM、脳被等の

患を送つての場介)⑦診断

依頼(通院、入院、退院時

の連轄)

@救急、休日、夜間診療につ

いて

0主治医が原則として初療

を受け作つ

O市民両院に依頼する必要

があるときは筒接当直医
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と話し合う〈受付で姫否

されないこと〉判当咲が

当商でない場合、可能な

れば病院より刊当医へ連

絡し臨時出務を依頼する。

O会員よりの依頼について

は原[liJとしては一応収容

し、若し阿梅li送ぞ要する

場合は病院で行なうか、

又は収奪できないときは

再吸送について助言する

O主治医は極力初j療に当た

り、何でも市民fl~院に頼

むという形をとらない、

お互いに医師会員である

から共同で分担し押しつ

けあいをしない

ハ1市民病院の在り方

0準二次病院的であってほ

しい

O周南地区民政問としての

二次病院が行政側と医師

会との協議で決定される

運びになっている。

131..f.:圧病院長より、医師会とのよりよ

い淳繋のため、市民病院を「セミ

オープン式」形熊にしてはどうか

と去ふ発言があり、.ti:見を求めら

れた。
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て骨暗晶噌.~ ，.:';甘与噌品T戸噌書官砕時L時 "，.:'T唖晶空

ある風景
ボー寺島骨h 器片予旬部骨L 骨骨時L苛件#勾卓>'，.:'''，

大 野 """ 刀之
なんの変りばえもしなかった山花

いつの聞にか 、右に左 lとうね 、う

ねと曲って、山頂に屈く前 らしい

ものが出来上った。

ちょ っと小高 い所なら 、 此の風畏

は光市のどこからでも眺め られる。

いや 、 むしろ山の方 から人々

の自の中に飛び乙んでくる。

曇天 の自 には尽々と沈んでいささ

か無気味だ けれど、晴天の [1IL 

は向々と輝いて山頂に 興味と夢

をさそう。

一体頂上になにがあり、なんの為

の道だろう か 、未 だ 誰 も 知 ら な

b、。
たれかが言った。大蛇がうねって

いる様だと そう云えば 、 そんな

恰好にも見られない乙ともない。

科学にうらずけられた人喝の叡智

が「己年 Jの巳 の執年の棋に 、

そそ り立つ山腹をよじ登って見事

な景観を作りあげた。

諸君、いつか設頂解禁の flIζ 、あ

197ワ

の山 I育』ζ 在 ろう。うねうねとし

た;首を歩いて。頂f:ICはすばらし

い何かがあるにちがいないから。

あとがき

不懐紙幣が説書~し、油上にさまざまな社会惑とイ'.Jî'iーを

抱きながらrJU1iの繁栄を認歌した高度経済成長の時

代はあえなくも去り、今、むなしい反省をかみしめ

つつ、 安定の~t.の下花、 3たは鰍めて不安定なíJ'，を

むかえた。

社会も無原則lζl1E移するものではなかろう 、社会も

ある定まった科乍的根拠tζ従って蛇行するものとす

るならば、現状もーつの進多として肯定してよかろ

う。滋是正をふりかえってみよう 、 f~}度成長時代 1ζ 向

的資本の治理lζ従って、製薬河;)!の貼布合戦を主体

lこした拡売にい3さか野易した記憶は未だ心のH・す

みに筏っておる。昭如46候健保制度の改善を求めて

fi?:険医総務返の一大斗争を行った行時に約束された

さまざまな)，~本的な '.fi要事項は足して改選与進w した

であろうか。今十数の団体が月号制社会的公平カスロ

ーガン1.)下に立ちトってきたo tl!'tおIC超然たるべき

反療のt世界?とも、~いは大さな波紋をなげか付るか

も知れない、 fl-々 は.iEしい氏般労働の論践をふまえ、

将学的恨拠にもとづく輿論の綿f誌を必要とするであ

ろう (0I主)

寒鈎iζかりそめの

臼のかげり果つ (H k) 
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